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　 ・名前の由来：　susurraはラテン語でwhisper（ささやく）を意味する。 
　　　　　　　　　  本種のオスは、佐渡島の春から初夏にかけての繁殖シーズン、 
　　　　　　　　　  池や水田のほとりでささやくような、おっとりとした声で 
　　　　　　　　　  メスを呼ぶ。 
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報告事項	
  
　佐渡島の生物は、対岸の本州地域のものとほとんど差異が認められ
ず、よって、これまでとくに注目されることはなかった。脊椎動物で
は2種の哺乳類が固有亜種として知られるのみである。 
 
　今回、私達は脊椎動物で初めて、佐渡島固有種のカエルを発見し、
サドガエルと命名した。佐渡島における従来の生物地理学を塗り替え
る貴重な発見である。サドガエルは本島の中央部だけに生息し、集団
も小さいことから、朱鷺同様、今後の手厚い保全・保護が切望される。 
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１. 外部形態　 
     １）　腹側が濃い黄色 
     ２）　あごに斑点模様がほとんどない 
     ３）　体全体がなめらか 
     ４）　オスには鳴嚢がない 

1997年、新潟大学の関谷國男氏が、佐渡島の西岸付近で最初に発見
した。それ以来、広島大学、横浜市繁殖センターおよび新潟大学が
遺伝学、形態学、生殖学および進化学的に共同調査・研究を行って
きた。ツチガエルから派生した種であり、形態的に似ているが以下
の特徴から新種と判断した。 

２. ミトコンドリア遺伝子配列に明確な違いが存在する 
３. ツチガエルとの人工雑種はほぼすべてが雄となり、 
　　その妊性は著しく低い 
４.  鳴き声が大きく異なる 

サドガエル　Rugosa	
  susurra	
  	
  のタイプ標本個体（♂）	
  
所蔵(2013年１月搬入予定）：　神奈川県立生命の星・地球博物館　	
  

(文献1)	
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生息分布	


黄丸がサドガエル	
  
灰丸、黒がツチガエル	
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学会発表 

(文献2)	
  5 km
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サドガエルとツチガエルの比較 

いずれも左がオス、右がメス	
  
縦棒は2cmを示す	
  

(文献3)	


ツチガエル（佐渡島）　♂4.5cm，♀5.1cm	
  

サドガエル　♂4.1cm,♀4.5cm	
  

ツチガエル（山形）	
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発見・記載の意義	


　　　　　　　　　　　　カエルでは２２年ぶり　　	
  
　　　　　　　　　　　　我が国における種多様性の再認識	
  
　　　　　　　　　　　　本種（希少種）の保護、環境保全の象徴	
  

１.　主要４島＋近隣離島における脊椎小型動物の新種発見	
  

　近年の新種カエルの記載 
 
　　　１９９０年　ナガレタゴガエル  
           
　　　１９９４年　 アマミ、オオ、コガタハナサキガエル 
　　　２００７年　 サキシマヌマガエル 
 
　　　２０１１年　 リュウキュウアカガエル 
　　　　　　　　　 アマミアカガエル 
　　　　　　　       ヌマガエル（主要3島） 
　　　　　　　       アマミイシカワガエル 
 
         ２０１２年　サドガエル 

南西諸島	


本州	


佐渡島	
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　　　　　　佐渡島は２０~８０万年前に分離（一説）	
  
　　　　　　　カエルは６種	
  
　　　　　　　本州と変わらぬ生物群　（注目されず）　	
  
	
  
	
  
　　　　　　　　　佐渡島固有脊椎動物の発見	
  
	
  
	
  
　　　　　　・佐渡島の生物地理学、地質学の特異性 
　　　 　・サドガエルが生き残れた理由 
　　 　　・固有種再発見の可能性 
 

２.	
  	
  	
  佐渡島における生物地理学の常識を塗り替える	
  

今後の展開、課題	
  

１.　保護、保全活動（里山、水田の水辺環境） 
 
２.   サドガエルの科学研究 
　　　　生態、行動、遺伝、進化 
 
３.   佐渡島の町おこし、島おこし 
 
４.   朱鷺が餌として好む　（秋から冬場） 

放鳥朱鷺とのつきあい方	
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